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３　広報しんごう　H20・４ ２

村　長　須　藤　良　美

副村長　田　島　正　美

会計管理者　坂　本　裕　一

総 務 課

参事・総務課長　横田　孝夫総務ＧＬ　

産業建 設課

参事・産業建設課長　氣田　堅一商工観光ＧＬ

住民生活課

参事・住民生活課長　齊藤　清一住民ＧＬ　

総括主幹　　井上　隆美
総括主幹　　角岸　繁信
主　　幹　　田沢　哲子
主　　幹　　桜台　博明
主　　幹　　下村　安則
主　　査　　中鶴間淳子
主　　査　　高見　憲一
主　　事　　佐藤　雅興

（八戸地域広域事務組合派遣）

副参事産業GL　　境　　芳　　
総括主幹　　熊谷　誠悦
主　　査　　本間由美子
主　　査　　福山佐登志
主　　査　　佐藤　寿喜
主　　事　　工藤　正博

副参事建設GL　　沢口純一郎
総括主幹　　遠藤　勇一
主　　幹　　村下　光江
主　　査　　横沢　幸治
主　　査　　横道　敏克
自動車運転手　　田茂　和俊
自動車運転手　　村上　　智

総括主幹　永野　範英
主　　幹　立花ふさ子
主　　幹　中鶴間ゆき子
主　　査　工藤　純子
主　　査　福山　鋼蔵
主　　査　前山　艶子
主　　事　寺尾　舞子

副参事税務GL　　佐々木a男
総括主幹　　東　　則男
主　　幹　　中里田鶴子
主　　幹　　戸田ひとみ
主　　査　　熊谷　賢一

総括主幹　　石森　俊一
総括主幹　　坂根みつえ
主　　幹　　軽米　直子
主　　幹　　崩　　敬子
主　　幹　　櫻井　愛子
主　　査　　小沢　幸寛
主　　査　　長峯　里美
主　　事　　下村瑠璃子

副参事厚生GL　　小笠原幸子
総括主幹　　a峯富士雄
主　　幹　　田茂　睦子
主　　幹　　長峯美智子
主　　幹　　木村　優子
主　　幹　　a村　郁子
主　　事　　坂根　光代
主　　事　　伊調　敬史
主任保健師　　沢口くみ子
保 健 師　　保土沢京子
保 健 師　　小渡悠季代

副参事企画GL 　　木村　良一　
総括主幹　　長峯　　晃
主　　幹　　佐藤　泰司

出 納 室

主　　幹　山田　則子
主　　幹　工藤　勝志
主　　査　平葭　美幸

事務局長心得　　横田　堅悦
主　　幹　　松森恵理子

農業委員会

農業委員会事務局

議　　　会

事務局長　　櫻井　雅洋
（監査委員書記兼務）
主　　幹　　下栃棚幸子

議会事務局

総務課長　　千葉　　修
総務課長補佐　　田茂千加志
主　　幹　　川口のり子
主　　幹　　桜井真紀子
主査・社会教育主事　　福山　　徹
主事・社会教育主事　　福山　雄亮
自動車運転手　　杉村　勝司総括主任
自動車運転手主任　　小笠原　勝
学校調理員　　小笠原紀子

教育委員会

教育長　菊池　秀悦

総　務　課

新 郷 村 職 員 配 置 及 び 機 構 図 平成20年４月１日現在

選挙管理委員会

選挙管理委員会事務局

事務局長　　横田　孝夫（兼務）
次　　長　　井上　隆美（兼務）
書　　記　　角岸　繁信（兼務）
書　　記　　桜台　博明（兼務）
書　　記　　下村　安則（兼務）
書　　記　　高見　憲一（兼務）

総 務 グ ル ー プ産 業 グ ル ー プ建 設 グ ループ 企 画 グ ル ー プ商工観光グループ税 務 グ ル ー プ住 民 グ ル ー プ厚 生 グ ル ー プ

新郷温泉館内
ＴＥＬ 78－3050 または
ＴＥＬ 78－2025（ ）（総合福祉センター内）ＴＥＬ 61－7555

事 務 長　　中村　克夫
事務次長　　田中　和子
准看護師　　小坂しおり
准看護師　　川代　俊子
看護師補助員 　　 川岸　哲子
エックス線技師　　長峯　　満　

診 療 所

所　長　高杉　亮平

ＴＥＬ 78－3111

支 所 長　　滝沢　和泉
主　　幹　　境　真理子

西 越 支 所
ＴＥＬ 78－3131

新郷村役場
電 話 78 －2111（代表）ＧＬ＝グループリーダー

※夜間・休日等の電話受付　
　臨時職員　工藤　茂雄
　臨時職員　三滝　忠義
　臨時職員　立花　　巖　
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４

　
３
月
27
日
、
新
郷
村
臨
時
会
が

開
か
れ
、
「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー

新
郷
」
と
「
堆
肥
供
給
セ
ン
タ
ー
」

の
指
定
管
理
者
を
県
南
環
境
保
全

セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
に
す
る
案
件

な
ど
５
件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
３
月
16
日
（
日
）、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
、
生
活
改
善

料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
中
国
か
ら
嫁
い
で
７
年

に
な
る
、
中
田
さ
ん
（
扇
ノ
沢
）

と
金
さ
ん
（
荒
巻
）
を
講
師
に
招

い
て
、
本
場
中
国
の
家
庭
料
理
を

学
び
ま
し
た
。
中
国
の
家
庭
で
よ

く
食
べ
ら
れ
て
い
て
簡
単
に
作
れ

る
も
の
、
こ
っ
て
り
し
す
ぎ
ず
辛

す
ぎ
ず
食
べ
や
す
い
も
の
、
ま
た
、

料
理
上
手
の
中
田
さ
ん
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
、
新
郷
特
産

の
長
い
も
を
使
っ
た
酢
の

物
な
ど
全
部
で
５
品
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
と
く
に
、
水
餃
子
は
皮

か
ら
手
づ
く
り
で
、
２
人

で
丸
め
た
り
、
の
ば
し
た

り
の
作
業
の
手
際
の
よ
さ

に
感
心
し
き
り
で
し
た
。

参
加
者
も
挑
戦
し
て
い
ま

し
た
が
、
皮
を
丸
く
伸
ば

す
の
に
、
な
か
な
か
コ
ツ

を
つ
か
め
ず
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
。

　
２
時
間
あ
ま
り
で
、
家

庭
料
理
と
い
う
よ
り
も
、
お
も
て

な
し
料
理
の
よ
う
な
豪
華
な
料
理

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
人
を
囲
ん
で
の
試
食
会
で
は
、

故
郷
の
こ
と
や
新
郷
に
嫁
い
で
感

じ
た
こ
と
な
ど
歓
談
し
な
が
ら
和

や
か
に
す
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
今
度
は
是
非
キ
ム
チ
作

り
を
教
え
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
西
越
地
区
の
中
崎
、
間
明
田
、

釜
坂
、
横
沢
、
崩
、
大
谷
地
、
平

の
高
齢
者
で
組
織
さ
れ
る
団
体

「
長
寿
会
」（
会
員
31
名
代
表
川

代
百
合
）
が
こ
の
ほ
ど
解
散
し
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、
新
郷
温
泉
館

に
時
計
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
３
月

26
日
、
温
泉
館
で
行
わ
れ
た
解
散

式
で
は
、
会
食
の
後
、

温
泉
館
職
員
へ
時
計
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
長

寿
会
は
約
40
年
前
に
会

員
数
50
名
で
設
立
。
道

路
脇
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草

取
り
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

で
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
村
文
化
祭
へ
の
出

展
な
ど
、
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
中
心
に
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め

て
き
ま
し
た
。
今
回
の

解
散
は
会
員
数
減
少
が

主
な
理
由
で
す
。

　
川
代
代
表
は
「
解
散

は
さ
び
し
い
け
ど
仕
方

が
な
い
こ
と
。
普
段
利

用
し
て
い
る
温
泉
館
に

な
に
か
恩
返
し
が
し
た
か
っ
た
の

で
会
員
と
相
談
し
て
時
計
の
寄
贈

を
決
め
た
。
こ
こ
（
温
泉
館
）
に

来
れ
ば
仲
間
に
会
え
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
そ
れ
が
楽
し
み
。
」
と

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
寄

贈
さ
れ
た
時
計
は
大
広
間
に
取
り

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
案
５
件
を
可
決

〜
第
３
回
新
郷
村
議
会
臨
時
会
〜

　平成２０年４月より「有機資源センター新郷」「堆肥供

給センター」は県南環境保全センターが管理運営を行う

こととなりましたが、住民サービス、利用時間、電話番

号等に変更はありません。引き続き、ご利用をお願い

いたします。

解
散
記
念
に
時
計
を
寄
贈

解
散
記
念
に
時
計
を
寄
贈

解
散
記
念
に
時
計
を
寄
贈長

寿
会

生
活
改
善
推
進
協
議
会
料
理
教
室

〜 

中
国
の
家
庭
料
理
を
学
ぼ
う 

〜



５　広報しんごう　H20・４

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　
３
月
24
日
と
25
日
、
岩
手
県
安

比
高
原
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回

全
国
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大

会
に
出
場
し
た
戸
来
小
の
日
向
洸

介
君
と
a
根
菜
摘
さ
ん
が
役
場
を

訪
れ
、
須
藤
村
長
に
戦
績
報
告
を

し
ま
し
た
。
日
向
君
は
「
２
回
目

の
出
場
で
自
分
の
力
が
出
せ
た
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」と
お
礼
の
こ
と
ば
。
a
根
さ

ん
は
「
練
習
ど
お
り
の
滑
り
が
で

き
た
」
と
笑
顔
で
大
会
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
須
藤
村
長
は
「
子
ど
も
達
の
頑

張
り
は
村
の
輝
き
に
つ
な
が
る
」

と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初
日

の
４
月
６
日
、
村
交
通
安
全
母
の

会
（
下
栃
棚
結
花
会
長
）
は
、
村

内
の
通
学
路
横
断
歩
道
約
15
ヵ
所

で
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の
張
り
替
え

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
は
パ
ン
ダ
の

イ
ラ
ス
ト
に
「
と
ま
れ
」
の
文
字
。

会
員
ら
15
名
は
児
童
の
安
全
な
登

下
校
を
願
い
な
が
ら
、
真
新
し
い

マ
ー
ク
を
取
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
10
日
は
内
閣
府
が
定
め
た

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

で
す
。
新
郷
駐
在
所
で
は
交
通
指

導
隊
と
協
力
し
、
前
日
の
９
日
、

村
の
目
抜
き
通
り
に
面
す
る
約
80

世
帯
に
特
製
の
ポ
ス
タ
ー
を
配
布

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
玄
関
等
に
設

置
し
、
交
通
安
全
を
心
掛
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。中
里
駐

在
所
長
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の

記
録
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

通
学
路
に
ペ
タ
リ

ポ
ス
タ
ー
に
祈
り
を
こ
め
て

青
森
県
水
防
演
習
開
催
の
お
知
ら
せ

　
水
防
演
習
は
、
６
月
か
ら
の
出
水
期
に
備
え
て
、
水
防
技
術
の
向
上
や

水
防
体
制
の
強
化
な
ど
を
図
る
た
め
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
次
の
と
お
り
八
戸
市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
演
習
は
、
水
防
活
動
の
実
態
に
即
し
た
形
で
、
県
、
市
町
村
、
消

防
関
係
、
町
内
会
な
ど
関
係
機
関
相
互
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

１
、
日
　
時
　

　
　
平
成
20
年
５
月
29
日
（
木
）
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
頃
ま
で

２
、
場
　
所
　

　
　
八
戸
市
大
字
長
苗
代
地
内
（
馬
淵
川
大
橋
上
流
左
岸
高
水
敷
）

３
、
主
　
催

青
森
県
、
八
戸
市
、
三
戸
町
、

五
戸
町
、
田
子
町
、
南
部
町
、

階
上
町
、
新
郷
村

４
、
内
　
容

情
報
、
指
令
の
伝
達
訓
練

水
防
工
法
訓
練

簡
易
水
防
体
験
訓
練

水
難
救
助
救
出
訓
練

災
害
対
策
用
機
械
作
業
訓
練

水
質
汚
濁
防
止
訓
練

平
成
20
年
度

全
国
大
会
で
活
躍

  
戸
来
小
の
児
童
が

 

　
　
　 

戦
績
報
告

全
国
大
会
で
活
躍

  
戸
来
小
の
児
童
が

 

　
　
　 

戦
績
報
告



６

「アッピーくん」

村 営 住 宅 入 居 者 の 募 集 に つ い て

団 地 名
沢口団地

募集戸数
１戸

所　在　地
新郷村大字西越字沢口40

年　　金　　だ　　よ　　り

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
学
生
の
方
が
在
学
期
間
中
の

国
民
年
金
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る
制
度
で

す
。
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
承
認
を
受
け
る
と
、
そ
の
期
間
中

は
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
に
入

り
、
万
が
一
の
障
害
や
死
亡
な
ど
の
場
合
に

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
対
象
は
、
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種
学
校
等
（
夜

間
制
・
定
時
制
・
通
信
制
を
含
む
）
に
在
学

す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
す
。

　
申
請
先
は
、
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
す
。
前
年
所
得
の
確
認
が
必
要
な
た
め
、

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
な
お
、
毎
年
２
月
下
旬
ま
で
に
在
学
予
定

期
間
を
記
入
の
上
で
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
方
の
う
ち
、
翌
年
度
以
降
も

引
き
続
き
在
学
予
定
で
あ
る
方
に
は
、
３
月

下
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
ハ
ガ

キ
形
式
の
申
請
書
に
必
要
最
小
限
の
記
載
を

す
る
だ
け
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
国
民
年
金

担
当
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
、
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
希
望
に
よ
り
60
歳
以
降
で
も

繰
り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
受
給
年
齢
に
よ
っ
て
一
定
割
合
で
年

金
が
減
額
さ
れ
、
65
歳
以
降
も
減
額
さ
れ
た

年
金
を
一
生
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
繰

上
げ
支
給
）。

　
ま
た
、
繰
上
げ
支
給
開
始
後
は
、
65
歳

歳
前
に
特
別
に
支
給
さ
れ
る
老
齢
厚
生
年
金

の
支
給
が
止
ま
る
・
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者

に
な
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
・
万
が
一
に
夫
が
亡
く
な
っ
た
時
の
寡
婦

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ

り
ま
す
。

　
い
っ
た
ん
繰
上
げ
請
求
を
す
る
と
取
り
消

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
繰
上
げ
請
求

に
関
し
て
は
慎
重
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
事
後
重
症
に
よ
る
年
金
」
と
は
、
傷
病

に
よ
り
障
害
の
状
態
に
あ
る
も
の
が
、
障
害

認
定
日
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

害
の
状
態
に
該
当
し
な
か
っ
た
場
合
で
、
当

該
傷
病
に
よ
る
障
害
に
よ
り
65
歳
に
達
す
る

日
の
前
日
ま
で
に
、
政
令
で
定
め
る
障
害
の

程
度
の
障
害
に
該
当
し
、
か
つ
、
65
歳
に
達

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
裁
定
請
求
の
あ
っ
た

場
合
に
支
給
す
る
年
金
を
い
い
ま
す
。

　
「
障
害
認
定
日
」
と
は
、
障
害
の
程
度
の

認
定
を
行
う
べ
き
日
を
い
い
、
「
初
診
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
６
ヵ
月
を
経
過
し
た
日
」

ま
た
は
「
１
年
６
ヵ
月
以
内
に
治
っ
た
場
合

に
は
治
っ
た
日
（
そ
の
症
状
が
固
定
し
、
治

療
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
状
態
に
至
っ
た

日
を
含
む
）」
を
い
い
ま
す
。

　
障
害
認
定
日
に
一
級
〜
三
級
の
障
害
の
状

態
に
な
か
っ
た
人
が
、
そ
の
後
そ
の
症
状
が

悪
化
し
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
一
級
〜
三

級
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
初
診
日

に
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
に
は

障
害
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
、
一
級
・
二
級

の
障
害
の
場
合
は
障
害
基
礎
年
金
も
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
初
診
日
に
国
民
年
金
の
被

保
険
者
で
あ
っ
た
人
が
一
級
〜
二
級
に
該
当

し
た
場
合
に
は
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
支
給
開
始
は
本
人
の
請
求
の

翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
の
申
請

は
忘
れ
ず
に

老
齢
基
礎
年
金

繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に

障
害
年
金
の

事
後
重
症
に
つ
い
て

　村では、下記の団地で入居者を募集しています。

＊家　　賃　新郷村営住宅管理条例により算定した額
＊入居基準
　１．同居親族があること
　２．村内に住所を有すること
　３．所得税、村税を滞納していないこと

　４．単身者の場合
　　　イ）６０歳以上の者
　　　ロ）身体障害者福祉法により交付を受けた者
　　　ハ）その他
＊募集〆切　平成２０年５月１５日（木）まで

　詳細については、産業建設課建設グループ　住宅
係に問い合わせください。　
　ＴＥＬ７８－２１１１　内線４０４　　担当　村下
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新
郷
俳
句
会

◆水　　稲

◆展示テーマ ： 堆肥の肥効を考慮した化学肥料低減の実証

◆設置場所及び担当農家：①荒巻　　長　根　哲　美 氏　　②赤田　　木　村　勝　美 氏
　　　　　　　　　　　　③笹森　　小笠原　敏　彦 氏　　④西越　　川　代　惠　則 氏

◆ 試験設計及び結果の概要（試験結果は表１のとおり）
・平成１８年に施肥した堆肥からの肥効を考慮し、１９年度は堆肥を少なめに施用した基肥２㎏では

初期生育が確保できなかった。
・堆肥を施用して基肥を減らしても慣行と同等の収量となった。

試験設計及び調査結果

問い合わせ先 ： 産業建設課産業グループ　ＴＥＬ ７８－２１１１（内線３０２）

〔次回は「大根」について報告します。〕

実 施
地 域

精 玄
米 重

玄　米
タンパク

成熟期
穂　数

荒 巻

区　　分

慣 行 区

堆 肥 施 用 量 堆 肥（ 化 学 肥 料 ） 追肥（同左）

Ｎ

8.0

5.0

5.0

6.0

2.0

7.2

2.0

6.0

2.0

Ｐ

16.0

10.0

10.0

10.8

10.8

12.0

Ｋ

12.0

7.5

7.5

9.6

2.0

11.5

2.0

9.0

2.0

Ｎ

3.2

2.0

3.2

3.2

Ｋ

3.2

2.0

3.2

3.2

527

488

577

407

428

240

226

362

354

8.8

9.5

9.4

8.1

7.5

8.9

8.9

7.9

6.9

22.2

22.4

24.3

17.2

15.7

15.3

13.6

18.0

17.7

Ｈ18

1,394

1,552

1,394

1,394

2,000

1,680

Ｈ19

416

333

750

607

試 験 区

試 験 区

慣 行 区

試 験 区

慣 行 区

試 験 区

慣 行 区

試 験 区

赤 田

笹 森

西 越

み
ち
の
く
の
我
が
家
は
雪
に
閉
さ
れ
む�

福　

士　

香
芽
子

春
愁
出
て
行
く
人
と
残
る
人�

鹿　

島　

と　

わ

春
愁
や
や
さ
し
き
心
忘
れ
ず
に�

福　

山　

康　

子

名
も
知
ら
ぬ
小
鳥
花
芽
に
ま
た
一
羽�

　
　

根　

リ　

サ

啓
蟄
と
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
虫
出
ず
る�

　

小　

坂　

良　

子

た
ず
ね
れ
ば
軒
に
出
迎
え
福
寿
草�

長　

峯　

ユ　

リ

春
愁
や
ひ
と
の
話
に
惑
わ
さ
れ�

戸　

来　

れ
い
子

つ
る
は
し
も
遺
品
の
一
つ
薄
氷

鹿　

島　

恵
美
子

酢
の
も
の
に
苦
味
の
あ
り
て
春
の
風
邪

村　

上　

て　

る

腸
カ
メ
ラ
俎
上
の
鯉
や
春
ま
な
か

金　

沢　
　
　

凡

と
ざ

は
る
う
れ
い

し
ゅ
ん
し
ゅ
う

は
な

め

け
い
ち
つ

い

す

ふ
く
じ
ゅ
そ
う

ま
ど

い

ひ
ん

う
す
ご
お
り

に
が 

み

か  

ぜ

ち
ょ
う

そ

じ
ょ
う

こ
い

堆肥を土に活かすため化学肥料低減実証ほ設置しています
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シートベルト・チャイルドシート着用強調月間

自動車乗車中の死者数とシートベルト着用状況

し ょ う ぼ う 情 報 け い さ つ 情 報＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

平成20年県内の交通事故概況 青森県交通対策協議会20.３.31現在

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

平成２０年４月１０日（木）は「交通事故死ゼロを目指す日」

あなたも参加　わたしもやります  “交通安全”

死
者
の
状
態

発
生

死
者

傷
者

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 １人  （±０）

５人  （－９）

６人  （±０）

４人  （＋２）

２人  （＋１）

高齢者の死者 ～65歳以上の人～

自動車乗車中の死者

非 着 用 死 者

着 用 し て い れ ば 助 か っ た と 思 わ れ る 人

３　月　中

４６０件
（－  ９９）

７人
（－　 ２）

５７７人
（－１５６）

３月末累計

１，６６８件
（＋  ９７）

１２人
（－　 ７）
２，０９９人

（＋  ７８）

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間
平成２０年

のお知らせ

自動車乗車中の死者数とシートベルト着用状況

運動の
目　的

運動の
期　間

運動の
重　点

山火事にご用心

◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

「山火事は　地球の未来も　燃やします」
　雪解けの春を迎え、農作業等により山林周辺で
焚き火や野焼きをしたり、山菜採り等で山林に立
ち入る機会が多くなってきます。この時期は空気
が乾燥し風の強い日が多く、山火事が非常に発生
しやすい気象状況になっています。貴重な森林資
源を火災から守るため、次のことに注意して火災
を出さないようにしましょう。
○風の強い日は、屋外での焚き火、火入れや野焼

き等はしないようにしましょう。
○枯れ草等の燃え広がりやすいもののある場所で

は、焚き火等はしないようにしましょう。
○焚き火等をするときは、事前に水バケツ等を用

意し終わったら水をかけるなどして火の後始
末をしっかりとし、消火の確認をしましょう。

○焚き火等をするときは、完全に消火するまで
その場を離れないようにしましょう。

○山林等に入山するときは、たば
この火は必ず消し、投げ捨ては
しないようにしましょう。

火事・救急・救助は１１９

※消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所
TEL７８－２１１９まで

　道路交通法の改正により、全ての座席のシ
ートベルト着用が義務化されることをふまえ、
運転者をはじめ広く県民に対してシートベル
ト・チャイルドシート着用の徹底を呼びかけ、
着用率の向上と正しい着用の普及啓発を図る
ことを目的とします。

５月１日（木）～６月30日（月）までの２ヵ月間

１　全ての座席のシートベルト着用が義務化
されることの周知と着用の徹底�
２　チャイルドシートの使用と座席への正し
い取付けの徹底

◆平成１９年中の青森県内の交通事故死者数９２人のう
ち、自動車乗車中の死者は４３人、うちシートベル
ト非着用者は１７人（約４０％）となっています。

◆非着用死者１７人のうち１０人（約５９％）は、
　シートベルトを着用していれば助かったと推測さ

れます。

　 ５ 月 １ 日 か ら 新 郷 温 泉 館 の 営 業 時 間 が

午前９時～午後１０時までとなります。

　 尚 、 野 沢 温 泉 は 新 郷 温 泉 館 休 館 日 の み

午後１０時まで営業いたしますのでどうぞ

ご利用ください。

新郷温泉館　TEL７８－３０５０

新郷温泉館営業時間変更のお知らせ
　４月初旬に韓国で鳥インフルエンザが発生
しました。
　飼養している方は、ネズミ・野鳥等の進入
防止や鳥の健康状態の観察など、飼養管理に
努めてください。
　問い合わせは、産業グループまで

　　　 TEL７８－２１１１

韓国で鳥インフルエンザ発生！！

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！

有機資源センター新郷
問い合わせ先　TEL７８－３５５５  
営業時間　９：００～１６：００（休日：毎週月曜日、年末年始）
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ふれあい牧場まつりは
５月４日～５日に開催！

　間木ノ平にいよいよ春到来。ゴールデン
ウィークには下記のとおり「牧場まつり」も開
催されます。ご家族おそろいでお越しください。

○日　　時
５月４日（日）、５日（月）午前１０時～午後４時

○開催場所
間木ノ平グリーンパーク　ふれあい牧場

○イベント内容
・「ポニー乗馬体験」（小学生以下）
　　料金：３００円（１周、飲むヨーグルト１５０Pおまけ付）
・「羊、ヤギ、ウサギのふれあい体験コーナー」（無料）
・「牛の乳搾り体験」（無料）午後１時１５分～午後２時
・「フワフワトラジロー」（小学校低学年まで）
　　料金：２００円（１回）
・夏発売予定！　まったりとした濃厚なスィーツ！

「ヨーグルトのパンナコッタ」無料試食コーナー
　午後２時～　先着１００人まで

・「ミルク＆ハム工房、牧場グッズ、無農薬栽培ハーブ各種販売」
・「バーベキューコーナー」（カルビ、ロース等肉類、野菜、炭、タレ、コンロ付）
　　料金：一人　１，５００円
・新郷村新特産品「ながいも焼酎・郷の華」試飲即売コーナー
　ながいも焼酎ができるまで（製造工程）の紹介コーナー
・「銀の鴨フランクフルト実演販売コーナー」（４日）。
　全国の有名ホテル、レストランで愛用されている県

産高級食材「銀の鴨」。本イベントのために特別に熟
成させた、アツアツの鴨肉のフランクフルトを限定
５０食販売いたします。　正午～　一食３００円

・「ワイルドベーコン実演販売コーナー」（５日）。
　少しスパイシーに熟成させ、薫煙（スモーク）し

た県産骨付きの豚バラベーコンの熱々の切り身を
その場で販売します。

　正午～　肉１ブロック５００円（先着５０人まで）

○問い合わせ先　（財）新郷村ふるさと活性化公社
○電話番号：０１７８－７８－２５１１
○FAX番号：０１７８－７８－２５２２
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173中田　大輝くん（5才）

ざぜんのひがありました。ももぐみさん、うめぐみさんと
いっしょにうたをうたったり、ざぜんをくんだり、かみしば
いをみるひです。めをとじて、しずかにしているといろん
なおとがきこえて、たのしいです。かみしばいもとっても
おもしろくて、みんなといっしょにわらってしまいました。

藤村　倖大くん（5才）

ゆきがとけて、あたたかくなってきたので、
そとでおもいきりはしりました。ゆきにかくれ
ていたブランコやすべりだい、すなばがす
っかりかおをだし、あたらしいしばふのめも
でてきました。すっかりはるです。

長野　和夏さん（5才）

４月１日、にゅうえんしきがありました。わたしもとう
とうさくらぐみ。ほいくえんで１ばんおおきいおねえ
さん。ちいさいおともだちのめんどうをたくさんみて
あげます。しきのとき、みんなのまえで、おいわいの
ことばをいいました。いちねんかん、がんばるぞ!!

なが の わ か

細川　響くん（5才）

けっこんしきにいってきました。たくさんのライト
と、おはながあって、とってもきれいでした。ぼくは、
おにいちゃんといっしょにおはなをあげたよ。お
んせんにもはいってきたし、けっこんしきはステ
キだったし。ぼくはすごくかんどうしました。

ほそ ひびきかわ なか たふじむら こうだい たい　き

４月２６日（土）グリーンパーク開園！
ふれあい牧場まつりは
５月４日～５日に開催！

人の動 き

男　1,545人（－５人）
女　1,651人（－７人）
計　3,196人（－12人）

世帯数966世帯（－1世帯）
（平成20年３月31日現在）



10

むらのガイド
平成20年 皐月

エメラルド（緑石）
― 幸福・恩恵 ―

燃えるゴミ収集日

空き地やドラム缶等による焼却は、法律により禁止されています

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 61－7555

新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

誕 生 石5
2008　MAY

日 月 火 水 木

1

87

粗大ゴミ処理券受付開
始（～８日）

2
資源ゴミ（ペットボト
ル等２品目）収集日

9
資源ゴミ（缶・新聞等
５品目）収集日

12 13 14 15
粗大ゴミ収集日

16
資源ゴミ（ビン・ペッ
トボトル等２品目）収
集日

17
西越小・野沢中合同大
運動会

10

3
憲法記念日

4
みどりの日

11
母の日 行政相談

新郷温泉館休館日

新郷温泉館休館日

新郷温泉館休館日
春の特設行政相談※１

ポリオ（小児マヒ）予防接種※２
母と子の栄養教室※３

19 20 21 22 23
燃えないゴミ収集日

24
第344回子ども会親子
早起き掃除・親子花植
え活動

18
新郷中学校体育祭

25 26 27 28 29 30
川代小学校運動会

31
戸来小学校運動会青森県水防演習

5
こどもの日

6
振替休日

金 土

さつき
May

※１　10：00～15：00　美郷館
※２　13：00～13：30受付　13：30～接種　新郷診療所
※３　11：00～11：20受付　総合福祉センター

この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています
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